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　Light pollution causes the change of behaviour of animals and insects, the 
deterioration of human health, the energy waste, brighter night skies and more. In order 
to understand and find a solution for the problem of light pollution, we need to know 
various aspects of light pollution and think about the relationship between human, 
society and the environment. Thus, by learning light pollution as an environmental 
education, it is expected that students can understand mutual connections between 
human activities, the ecosystem and the earth’s environment and get an ability to think 
with a wider field of vision. We have been performing a three-year education program 
in cooperation with an elementary school in Tokyo. As the first year, 4th-grade students 
learned how artificial lights affect the night sky brightness. After learning why they 
cannot see many stars in Tokyo’s night sky, they expressed their wish to see beautiful 
stars by drawing awareness posters. In this report, we show details of the education 
program and results of the first year classes.
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で、人間活動・生態系・地球環境の相互の繋がりが理解でき、広い視点から物事を判断し
行動できる人間力が培われると期待できる。本研究では、小学校 4 ～ 6 年生の 3 年間にわ
























間力が培われると期待できる。本研究では、小学校 4～6 年生の 3 年間にわたる長期的な教
育プログラムを、東京都内の小学校 1 校と連携して進めている。1 年目である昨年度は、4
年生が人工光の夜空の明るさへの影響を学んだ。東京の夜空に星があまり見えない理由を学
習したあと、光害を改善し美しい星空を見たいとの願いを表現した啓発ポスターを作成した。























　筆者は平成 21 ～ 22 年度に得た科研費により、高校 2 年生を対象として、光害を題材と

























































　平成 25 年度より、東京都北区立滝野川第三小学校 4 年生 58 名を対象とし、実践授業を
開始した。同小学校は区指定の環境教育重点校であり、環境教育の 3 つの柱の一つとして







平成 26 年 2 月となり、実践授業は 2 月 1 回、3 月 1 回の計 2 回（各 2 時間）であった。各日、
1・2 時間目に 4 年 2 組、3・4 時間目に 4 年 1 組に対し、同じ内容の授業を実施した。
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成 26 年 2 月となり、実践授業は 2 1 3 1 2 2 時間）であった。
2 4 年 2 組、3・4 時間目に 4 年 1 組に対し、同じ内容の授業を実施した。 
 
 




点でも、4 年生のテーマとしてふさわしいも である。 
 
3.1 第 1 回授業 
表１ 活動案と期待される教育効果 


































では、回答の平均数は 2 個と、あまりうまく説明ができない様子がうかがえた。問 3『照
明が明るすぎて、「こまること」は何でしょうか。思いつくことを書いてみよう。』でもや
はり回答の平均数は 2 個であった。照明はとても身近な物であり、普段あまり意識してい



































   













表２ 第 1 回授業の授業計画 























































































































































 第 1 回授業の最後に、宿題として星空観察を指示した。これは国際ダークスカイ協会が







ーネットサイト上でデータ入力を行ってから、第 2 回授業に結果を持参した。 
 
3.2 第 2 回授業 




















































   
図６ GLOBE at Night 観察シート 




































   
図６ GLOBE at Night 観察シート 














表４ 第 2 回授業の授業計画 



















































































図７ 第 2 回授業の様子 図７　 2 回授業の様子
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